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学力分布

学力分布

正答率

正答率

領域･観点別
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国語科領域別正答率（小学校）〔府全体〕
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国語科難易度別正答率（小学校）〔府全体〕

94.8%

70.9%

55.9%

4.6%

26.9%

33.1% 11.1%

2.2%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

易しい

普通

難しい

（難易度）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

３問（

25

％）

前回調査を有意に下回る

８問（

67

％） 前回調査とほぼ同じ

１問（８％）

前回調査を有意に上回る

問題数（割合） 12問中

同一問題における前回調査（平成15年度）との経年比較

前回との同一問題を比較すると、前回調査時の水準を概ね維持している

•

前回調査との同一問題（全24問中、12問）に関して、

正答率の経年変化をみると、９問が「前回を有意に上

回る」または「前回とほぼ同じ」であり、３問が「前

回を有意に下回る」結果となった。

•

小学校における国語の学力については、前回調査時の

水準を概ね維持しているものと判断できる。

•

教科全体の正答率は76.1%であり、「易しい」問題

の正答率は、94.8%と極めて高く、基礎的・基本的

な学習内容は、定着している。

•

しかし、前回調査でも課題となった、 「難しい」問

題（いわゆる発展的な問題）では、正答率が55.9％

に下がる。また、無答率が、「難しい」問題では大き

く増加しており、依然として「発展的問題」には課題

があると判断できる。

基礎的・基本的内容は全体として定着しているが、発展的問題に課題がある

•

学力の分布については、21ポイント(100点満点換算

で81点)を頂点とする、右寄りの山の形を描いている。

•

また、得点の分布の範囲は、13ポイント(100点満点

換算で50点)から25ポイント(100点満点換算で96.2

点)の範囲に92.9%の児童が集中している。

•

以上のことから、小学校における国語の学力分布は、

比較的得点の高い層に集中しており、概ね良好な結果

である。

•

領域別、観点別では、「言語事項」＝「知識・理

解・技能」が、83.1%と高い正答率を示しており、

基礎的・基本的な学習内容は定着していると考える。

•

次いで、「話す・聞く」の領域、観点が78.0%と高

い。

•

一方、前回調査でも課題であった「書くこと」＝

「書く、関心・意欲・態度」の正答率の低さと無答

率の高さは、依然として課題として残った。

•

また、「読むこと」の領域・観点の正答率の低さが

顕著であった。

学力の分布は、得点の高い層に集中しており、概ね良好である

「言語事項」「知識・理解・技能」に成果、「書く」「読む」に課題がある

小学校 国語

※領域別の問題と評価の観点別の問題は、同一であるので

評価の観点別のグラフは省略

●話す・聞く＝話す・聞く ●書くこと＝書く、関心・意欲・態度

●読むこと ＝読む ●言語事項＝知識・理解・技能
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経年変化

経年変化

学力分布

学力分布

領域･観点別

領域･観点別

１問（６％） 前回調査を有意に下回る

13

問（

81

％）

前回調査とほぼ同じ

２問（

13

％）

前回調査を有意に上回る

問題数（割合） 16問中

１問（６％） 前回調査を有意に下回る

13

問（

81

％）

前回調査とほぼ同じ

２問（

13

％）

前回調査を有意に上回る

問題数（割合） 16問中

同一問題における前回調査（平成15年度）との経年比較

•

前回調査と同一問題（全23問中16問）に関して、正答

率の経年変化をみると、15問が「前回を有意に上回

る」、または「前回とほぼ同じ」であり、 １問が「前

回を有意に下回る」結果となった。

•

小学校における算数の学力については、前回調査時を概

ね維持しているものと判断できる。

•

教科全体の正答率は64.7%であり、「易しい」問題の正

答率は79.1%と高く、基礎的・基本的な学習内容は、定

着しているものと考えられる。

•

しかし、誤答率の高さは、国語に比べると高く、また、

難易度が高まるにつれ、正答率の低下が大きい。特に

「難しい」問題では、正答率は50%を下回っており、依

然として「発展的問題」には課題があると判断できる。

正答率

正答率

基礎的・基本的内容は全体として定着しているが、発展的問題に課題がある

正答率

正答率

基礎的・基本的内容は全体として定着しているが、発展的問題に課題がある

•

学力の分布については、全体がなだらかな起伏のある右

よりの山状となっている。

•

19ポイント(100点満点換算で83点)を頂点とする、右

寄りの山の形を描いているものの、その分布は得点の下

位層の方向に広がっている。

•

以上のことから、小学校算数における学力分布は、上位

層は多いものの、集中の度合いは国語に比べて緩やかで

あり、拡散化の傾向が見られる。

算数(小学校）学力の分布
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算数科難易度別正答率（小学校）〔府全体〕

79.1%

64.5%

48.3%

19.4%

29.3%

43.6% 8.2%

6.2%

1.6%
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易しい

普通

難しい

（難易度）

（割合）

算数科領域別正答率（小学校）〔府全体〕

78.5%

58.8%

58.2%

62.2%

17.8%

32.5%

38.3%

32.1%

8.8%

3.7%

3.5%

5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と計算

量と測定

図形

数量関係

（領域）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

算数科観点別正答率（小学校）〔府全体〕

62.5%

50.9%

65.5%

63.7%

30.2%

40.8%

26.0%

33.1% 3.3%

7.4%

8.3%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心・意欲・態度

考え方

表現・処理

知識・理解

（評価の観点）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

•

領域別では「数と計算」が、78.5%と高い正答率を示

しており、基礎的・基本的な学習内容の定着していると

考える。

•

しかし、それ以外の領域では正答率が低く、「量と測

定」における無答率の高さが課題となって表れてきてい

る。

•

観点別では「数学的な考え方」の正答率の低さ、「関

心・意欲・態度」「数学的な考え方」「表現・処理」等

の観点に見られる高い無答率が課題である。

•

簡単な計算の答えを求めることは出来るが、筋道立てて

考え答えを求めたり、式や言葉で説明したりすることが

苦手で、時間をかけてじっくり考えることはせず、簡単

に諦めてしまうという傾向がみられる。

正答率

誤答率 無答率

正答率

誤答率 無答率

小学校 算数 小学校 算数
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経年変化

経年変化

学力分布

学力分布

正答率

正答率

領域･観点別

領域･観点別

０問（

0

％）

前回調査を有意に下回る

17

問（

85

％）

前回調査とほぼ同じ

３問（

15

％）

前回調査を有意に上回る

問題数（割合） 20問中

０問（

0

％）

前回調査を有意に下回る

17

問（

85

％）

前回調査とほぼ同じ

３問（

15

％）

前回調査を有意に上回る

問題数（割合） 20問中

同一問題における前回調査（平成15年度）との経年比較

前回との同一問題を比較すると、前回調査時の水準を若干上回っている

•

前回調査と同一問題（全29問中、20問）に関して、

正答率の経年変化をみると、20問全てにおいて、「前

回を有意に上回る」または、「前回とほぼ同じ」で

あった。

•

中学校における国語の学力については、前回調査時の

水準を若干上回っていると判断できる。

•

教科全体の正答率は65.1％であり、「易しい」問題の

正答率は、88.5%と極めて高く、基礎的・基本的な学

習内容は、概ね定着している。

•

「難しい」問題では、正答率は44.7％大きく落ち込み、

無答率も高い。

•

以上のことから、依然として「発展的問題」には課題

がある、と判断できる。

基礎的・基本的内容は全体として定着しているが、発展的問題に課題がある

•

学力の分布については、20ポイント(100点満点換算

で63点)を頂点とする、やや右寄りの山の形を描いて

おり、概ね良好な結果である。

•

しかしながら、小学校国語に比較して、山は若干下位

方向に動き、左右に広がった形状を示していることか

ら、小学校に比べると、生徒間の学力に差が生じてい

る、と考えられる。

•

領域別、観点別では、「話す・聞く」が、75.0%と

高く、音声言語を中心とした「伝え合う力」の育成の

一定の成果と考える。また、「言語事項」「知識・理

解・技能」については、ほぼ前回調査時の水準を維持

している。

•

一方で「読むこと」の領域、観点において、同一問題

での正答率で前回調査を下回ったことや、前回調査と

同じく「書く」における無答率の高さは、依然として

課題である。

•

また、小学校とは異なり、評価の観点の中で「関心・

意欲・態度」の観点で低い正答率を示している。

国語科難易度別正答率（中学校）〔府全体〕

88.5%

65.4%

44.7%

9.1%

32.4%

42.9% 12.4%

2.3%

2.4%
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易しい

普通

難しい

（難易度）

（割合）
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中学校国語ヒストグラム
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国語科領域別正答率（中学校）〔府全体〕

75.0%

68.4%

61.3%

65.1%

18.5%

14.6%

33.8%

30.0%

17.0%

6.5%

5.0%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

話す・聞く

書くこと

読むこと

言語事項

（領域）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

学力の分布においては、やや高い層に集中傾向があり、概ね良好である

国語科観点別正答率（中学校）〔府全体〕

50.1%

75.0%

68.4%

61.3%

65.1%

37.5%

18.5%

14.6%

33.8%

30.0%

12.3%

17.0%

6.5%

5.0%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心・意欲・態度

話す・聞く

書く

読む

知識・理解・技能

（観点）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

中学校 国語 中学校 国語
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経年変化

経年変化

学力分布

学力分布

正答率

正答率

領域･観点別

領域･観点別

８問（

35

％）

前回調査を有意に下回る

15

問（

65

％）

前回調査とほぼ同じ

０問（０％） 前回調査を有意に上回る

問題数（割合） 23問中

８問（

35

％）

前回調査を有意に下回る

15

問（

65

％）

前回調査とほぼ同じ

０問（０％） 前回調査を有意に上回る

問題数（割合） 23問中

同一問題における前回調査（平成15年度）との経年比較

前回との同一問題を比較すると、23問中８問が下回っている

•

学力の分布については、ピークが27ポイント（100点

満点換算で90点）の位置にかろうじて認められるもの

の、全体の形が山形ではなく左右に広がっている。

•

上位層、中位層、下位層の差が縮まっていることから、

分布全体の拡散化が進んできている。

数学科難易度別正答率（中学校）〔府全体〕

83.2%

61.5%

32.0%

8.0%

23.7%

40.4%

8.8%

14.8%

27.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

易しい

普通

難しい

（難易度）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

数学（中学校）学力の分布
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数学科領域別正答率（中学校）〔府全体〕

62.5%

55.3%

58.1%

21.3%

28.5%

25.0%

16.1%

16.2%

16.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

数と式

図形

数量関係

（領域）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

数学科観点別正答率（中学校）〔府全体〕

57.3%

56.4%

56.6%

54.1%

29.5%

27.2%

25.9%

27.2%

13.2%

16.5%

17.5%

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心・意欲・態度

考え方

表現・処理

知識・理解

（評価の観点）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

•

「易しい」問題の正答率は、83.2%と高く、基礎

的・基本的な学習内容は、概ね定着しているものと

考えられる。

•

しかし、教科全体の正答率は、59.2%であり、また、

難易度が高まるにつれ、正答率の落ち込みが激しく、

無答率の増加も顕著である。教科全体の平均無答率

も16.4%と他教科（国語4.4%、英語8.2%）に比べ

て高い。

•

前回調査と同一の問題（全２９問中、２３問）に関し

て、１５問が、「前回とほぼ同じ」であったが、残り

の8問が、「有意に下回る」結果であり、前回調査を

「有意に上回る」問題はなかった。

•

中学校における数学の学力については、前回調査時の

水準を下回っていると判断できる。

上位層にピークがあるものの、拡散傾向が顕著である

いずれの領域・観点においても正答率、無答率に大きな課題がある

•

領域別においては、前回調査では他の領域に比べて

正答率の高かった「数と式」の領域での落ち込みが

見られ、各領域間に大きな差異は見られない。いず

れの領域も正答率は50%～60%前半と低く、無答

率も一様に15%以上と高い。

•

観点別においても、いずれの観点においても正答率

は50%だいと低く、逆に無答率は13%～19%と高

い。

•

どの学習内容においても十分理解できていない生徒

が多く存在することを示しており、他の教科には見

られない傾向である。

•

小学校算数において表れ始めていた拡散化が、中学

校において更に進行した結果と考えられる。

中学校 数学 中学校 数学
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経年変化

経年変化

学力分布

学力分布

正答率

正答率

領域･観点別

領域･観点別

2問（6.6％）

前回調査を有意に下回る

23問（76.7％） 前回調査とほぼ同じ

５問（16.7％） 前回調査を有意に上回る

問題数（割合） 30問中

2問（6.6％）

前回調査を有意に下回る

23問（76.7％） 前回調査とほぼ同じ

５問（16.7％） 前回調査を有意に上回る

問題数（割合） 30問中

同一問題における前回調査（平成15年度）との経年比較

前回との同一問題を比較すると、前回調査時の水準を若干上回っている

•

30問全ての問題が、前回調査時と同一問題であったが、

その内28問が「前回を有意に上回る」または、「前回

とほぼ同じ」であり、２問が「前回を有意に下回る」

結果となった。

•

英語の学力については、前回調査時を若干上回ってい

ると判断できる。

基礎的・基本的内容は全体として定着しているが、発展的問題に課題がある

•

学力の分布については、全体の形状は、山の形を表

しておらず、ピークが明確でないなだらかな台形状

を示している。

•

学力の分布には広がりが見られ、拡散化が顕著と

なっている。

•

領域別では「聞くこと」が74.1%、観点別では「理

解の能力」が70.5%と、それぞれ高い正答率を示し

ている。

•

前回調査との経年比較においては、領域で「聞くこ

と」「書くこと」、観点では全ての観点において正

答率が前回を上回った。

•

前回調査で課題となった「書くこと」「表現の能

力」においては、2.9ポイントの改善が見られたも

のの、正答率は、依然として低く、無答率も28.6％

で群を抜いて高い。

•

「書くこと」「表現の能力」については、学力の差

が大きい。前回に引き続き、なお課題と考える。

•

教科全体の正答率は、63.6%であり、前回調査を

0.8%上回った。「易しい」問題の正答率は、86.0%

と高く、基礎的・基本的な学習内容は、概ね定着して

いるものと考えられる。

•

しかし、難易度が高まるにつれ、正答率の低下が顕著

になり、「難しい」では38.5%にまで落ち込む。更

に、無答率の増加も著しく、27.6%に上る。これら

のことから、依然として「発展的問題」には課題があ

ると判断できる。

英語科難易度別正答率（中学校）〔府全体〕

86.0%

68.1%

38.5%

12.3%

29.5%

33.9% 27.6%

1.7%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

易しい

普通

難しい

（難易度）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

英語（中学校）学力の分布
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英語科観点別正答率（中学校）〔府全体〕

64.2%

40.8%

70.5%

59.6%

23.9%

30.6%

27.5%

33.2%

11.8%

28.6%

1.9%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

関心・意欲・態度

表現の能力

理解の能力

知識・理解

（評価の観点）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

英語科領域別正答率（中学校）〔府全体〕

74.1%

67.3%

40.8%

24.4%

30.4%

30.6% 28.6%

1.4%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞くこと

読むこと

書くこと

（領域）

（割合）

正答率 誤答率 無答率

上位層が少なく、中位層・下位層に広がる傾向が顕著である

中学校 英語 中学校 英語





第２章 学力調査
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